
【小学校算数 活用問題 小５－７】

(単元評価問題関連：小３－⑦)

（ ）組 氏
花だんに花のなえを植えよう

（ ）番 名

さとしさんのクラスでは，花だんに花のなえを植える計画を立てています。
う

どのように植えるかをみんなで話し合い，花のなえの植え方を決めました。

花のなえを植える花だんの広さは，たて１ｍ横３ｍです。

「花のなえの植え方」

１ あの列は植え始めと植え終わりに３０㎝ずつあける。.
２ うの列は，あの列と同じように植える。.
３ えの列は，いの列と同じように植える。.
４ 花と花の間は，２０㎝あけて植える。.
５ 前の列との間は２０㎝あけて植える。.
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さとしさんは，いの列の花のなえの本数を次のように考えました。

横が３ なので，３００ｃｍ です。m
はじめと終わりに２０ｃｍずつあけるので，

３００－４０＝２６０

２０ｃｍ間かくで植えるから

２６０÷２０＝１３

間の数よりも，なえの数は１多いので，

１３＋１＝１４

さとし いの列は１４本植えることができます。
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() 「花のなえの植え方」を使うと，この花だんに花のなえは全部で何本植え1
ることができますか。

さとしさんの考えに続けて，もとめ方を言葉や式を使って書きましょう。

また，答えも書きましょう。

いの列は 横が３ なので，３００ｃｍ です。はじめと終わりにm
２０ｃｍずつあけるので，３００－４０＝２６０ ２０ｃｍ間かくで植える

から ２６０÷２０＝１３ 間の数よりも，なえの数は１多いので

１３＋１＝１４ いの列は１４本植えることができます。

あの列は 横が３ｍなので，３００ｃｍです。

はじめと終わりに３０ｃｍずつあけるので， ３００－６０＝２４０

２０ｃｍ間かくで植えるから ２４０÷２０＝１２

間の数よりも，なえの数は１多いので １２＋１＝１３

あの列は１３本植えることができます。

うの列はあの列と同じだから１３本 えの列はいの列と同じだから１４本

１３×２＋１４×２＝５４

答え 全部で 本植えることができる５４

次に，さとしさんたちは，花だんに花のなえを植えるための時間を考え()2
ました。花だんに花のなえを植えるのにかかる時間を下のように考えまし

た。

花だんをたがやす時間・・・３５分

休み時間・・・・・・・・・１０分

なえを植える時間・・・・・２５分

水をかける時間・・・・・・ ８分

給食が１２時１５分からはじまるので，その５分前に終わるように

します。

おそくとも何時何分に作業をはじめればよいでしょうか。

時 分１０ ５２

あ の列に何本植えることまず、

ができるかを求めます。

２４０÷２０で求められるのは、○の部

分ですので、間の数です。

植えるのは、 赤の部分なので、間の数

より１多くなります。


